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した怨 Mb濃度のjjjlj定試薬 iこは Últ鐙M1>議j支jl~J定 JHキッ 1. を
J，tJ持した。 cs活性の説Ij定にはSrcrc(1969)の生化学的手法
を用いた。筋線維タイプの!司iEfこはBrookcとKaIscr(1970) 
のa<.-1ornyoSInA'D'a<;c染色 (pre-incubationpH 4ム 10.3)を行







!ニのニとから、 70%V02max強度の持久性'れによ η て全身的
な有機議性作業能力が向上するものの、 MI>銭!立は上昇し
にくいことが1)]らかとなったむまた、 2500m，初~]の低J.I. 足立
境はMI>濃度の上昇を引き起こすほどの法般家刺激ではな
いことがホ唆された詰
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